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   令和６年１２月１８日 

 

  令和６年度 大阪市立東三国中学校 第２回 学校協議会 実施報告書 

 

校 園 名  大阪市立東三国中学校 

 

                           校園長名   羽田 佳弘     

 

日 時 令和６年１２月４日（水）１８：３０～１９：４０（１時間１０分）     

場 所 大阪市立東三国中学校 北館２階図書館 

出 

席 

者 

委員 

など 

〔委員〕楠浦裕子、山根直子、鈴木扇帆、川野永二、木村𠮷秀、辻本啓二、亀村公義、

大西美佐子、橋場由見子 

〔ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ〕竹本弥生(東三国小学校校長)、岩井伸夫(新東三国小学校校長) 

校園 〔校長〕羽田佳弘、〔教頭〕濵田良一 

区役所 〔保険年金担当課長代理〕鶴田研吾 

議題 

〇学校の現状について 

〇東三国中学校のあゆみについて 

全国学力・学習状況調査結果、３年生チャレンジテスト結果 

〇令和６年度「運営に関する計画」（中間評価）について 

〇質疑応答 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

  ○学校の現状について、教頭から説明する。 

・生徒が落ち着いた状態で学習や行事等に取り組

んでいる。問題行動も少なく、生徒は安心して

学校生活を送ることができている。 

・文化発表会、体育大会なども成功におわることが

できた。これから３年生は進路の取組を行う。 

〇全国学力学習状況調査・チャレンジテストの結

果および分析を教頭より説明する。 

〇学校長から「令和６年度運営に関する計画」（中

間評価）の説明を行い、賛同をいただく。 

〇各委員よりコメントをいただく。 

・委員の育った時代とは変わってきている。東三国

中学校の生徒は自らいきいきと生活していることを

見ることができている。礼儀正しいし、実行力もあ

る。道で会っても挨拶をちゃんとしてくれている。こ

れからリーダーシップを取れる人材に育ってもらい

たい。 

・オーストラリアでは１６歳未満の SNS を禁止にす

る条例ができた。東三国中学校ではSNSの使用の

現状はどうか？ 

 

 

【意見等の概要】 

・それぞれの説明につき、委員

からは同意を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・SNSの使用マナーの指導を行

うだけでなく、生徒会が「大阪

市スマホサミット」に参加し、使

用の注意を行っている。また、

一人一台端末の使用もあり、



 

・中学生とは地域の活動に参加してもらっているこ

とから良好な関係が築けている。ただ、最近のスマ

ホの仕様において、漢字・計算の力が衰えていな

いか心配している。 

・不登校が気になっている。東三国中学校ではい

じめはないと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもが本日進路に係る「校長面談」を行っても

らい、校長先生からいろんな話をしてもらったと教

えてくれた。教員が 720 時間の残業をしているこ

とは一般企業では考えられないと驚くことがあっ

た。 

・体育大会にて、１年生の保護者から小学校次は

不登校だったが、東三国中学校に入学してから 

 登校できるようになった。先生もよくしてくれ、生

徒だけでなく、２・３年生も仲がいいと話を聞かせ

てもらった。 

・学校にかかわっているが、子どもはあいさつをい

つもしてくれる。自己肯定感が低い子どもが多い

中、全国学力学習状況調査での生徒アンケート

で「自分にはよいところがある」の肯定的回答が

95％であることがすごいと思った。学校生活が充

実しているからと思った。 

・マナー講座の講師として新東三国中学校の子ど

もたちとかかわった。礼儀正しく、ロールプレイを

自ら率先して実践できる。また、クラスメート同士

がお互いを温かく受け止めている。気になってい

るのは、「運営に関する計画」内の中期目標の達

成に向けた年度目標内の「いじめはどんな理由

があってもいけないと思いますか」のパーセンテ

ージが１００近くまで行かないのはなぜかと思っ

た。 

 

 

 

 

学習の一助にもなっている。 

 

 

 

 

・不登校生の改善ができてきて

いる。子どもによっては、一人

一台端末を使用し、担任とリ

モートで連絡を取り合い、保

護者が感謝しているケースも

ある。スクールカウンセラーや

こどもサポートネットと連携を

密に取っている。ただ、どの子

であってもいつ不登校になる

という不安もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本校生徒は１～３年生は縦割

りで話すこともあり、スムーズ

な上下関係が築けている。ま

た、１１月に１・２年生が合同で

奈良へ校外学習を行った。ト

ラブルもなく終えることができ

た。 

・小学校では自己肯定感が低

いが、教員たちにはたくさん

褒めるよう伝えている。 

 いじめは絶対にダメなのだ

が、100％は到達しない。いじ

めをされた側が嫌な思いをし

たらそれがいじめになる。例え

ば、友達からいじめるつもりで

なく、きつい言い方をしても、

言われた方はいじめととらえ

る。このような対応であれば

100％は難しい。 



 

 

 

協議 

資料 

＜学校配付資料＞ 

 ・東三国中学校のあゆみについて 

  全国学力・学習状況調査、３年生チャレンジテスト結果 

・令和６年度「運営に関する計画」（中間評価） 

備考 
傍聴者[  ０  ]名     

 


